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寒
く
な
っ
て
く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
増
え
る
の
が
火
災
で
す
。「
秋
季
火
災

予
防
運
動
」
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
▽
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
火
災
の
発

生
を
防
止
▽
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
火

災
に
よ
る
死
者
の
減
少
▽
財
産
の
焼
失
・

損
失
を
防
ぐ
―
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
こ
の
時
期
に
、
全
国
で
一
斉
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
防
火
標
語

は
「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に
ス
マ

ホ
に　

火
の
確
認
」
で
す
。
財
布
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
よ
う
に
、
身
近
な
も

の
の
一
つ
と
し
て
、
日
頃
か
ら
火
の
確

認
を
意
識
し
、
火
災
予
防
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
９
月
30
日
に
、
三
泉
小
学
校

を
会
場
に
、
テ
ン
ト
を
利
用
し
た
濃
煙

内
避
難
訓
練
や
消
火
器
を
使
用
し
た
消

火
訓
練
、
ア
ル
フ
ァ
米
を
使
用
し
た
炊

き
出
し
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
使
用
し
た
救
急
救
命
の
実
技

講
習
な
ど
、
万
一
に
備
え
た
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
家
庭
や
地
域
全
体
で
の
防

災
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
㈮
～
15
日
㈭

特
集
　
防
災
の
ス
ス
メ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

正
し
い
設
置
を

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
に
よ
り

発
生
す
る
煙
ま
た
は
熱
を
感
知
し
、
音

や
音
声
に
よ
り
警
報
を
発
し
て
火
災
の

発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器
で
す
。

平
成
18
年
６
月
か
ら
住
宅
へ
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
西
村
山
管
内

で
の
設
置
率
は
約
７
割
に
留
ま
り
、
正

し
く
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち

の
５
割
で
す
。

　

住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
方
の

多
く
は
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
寝

て
い
る
時
間
帯
に
発
生
し
た
火
災
で
は

そ
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
比
べ
て
亡
く
な
る
方
が
約
４
割

減
少
し
、
焼
損
し
た
床
面
積
と
損
害
額

も
お
お
む
ね
半
減
し
て
い
ま
す
。

　

寝
室
と
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
へ
の

設
置
が
義
務
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
台
所
な
ど
火
災
発
生
の
恐
れ
の
あ

る
箇
所
へ
も
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

作
動
確
認
を

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
一
般
に
は

電
池
を
電
源
と
し
て
作
動
し
て
お
り
、

そ
の
電
池
の
寿
命
の
目
安
は
約
10
年
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
こ
り
が
入

る
と
誤
作
動
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
適
切
に
作
動

す
る
よ
う
、
定
期
的
に
作
動
確
認
と
手

入
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

作
動
確
認

　

点
検
用
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
点
検

用
の
ひ
も
を
引
っ
張
り
、
作
動
す
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
作
動
し
な
い
場

合
は
電
池
を
交
換
し
、
改
め
て
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。
本
体
が
故
障
し
て
い
る

場
合
は
速
や
か
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

手
入
れ

　

設
置
さ
れ
て
い
る
機
種
に
よ
り
手
入

れ
の
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
取
扱

説
明
書
を
参
照
し
、
定
期
的
に
手
入
れ

し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
一
つ
が

反
応
す
る
と
全
て
が
反
応
す
る
連
動
型

や
、
光
が
出
る
補
助
警
報
装
置
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
正

し
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▲立ち込める煙の中を進む「濃煙内避難訓練」

　実際の火災では不完全燃焼により黒い煙が発生す
ることが多く､同時に一酸化炭素が発生します｡
　逃げ遅れにより亡くなる方の多くは､一酸化炭素
中毒によるものです｡一酸化炭素は煙の中に多く含
まれているので､ハンカチなどを口に当て､姿勢を
低くして避難することが重要です｡

防災のススメ

　火災はいつ発生するか分かりません｡また､日ごろのちょっとした心掛けで火災

の発生と拡大を防ぐことができます｡命を守るために次を心掛けましょう｡

　＝住宅防火　いのちを守る　７つのポイント＝

◆３つの習慣

　〇寝たばこは､絶対やめる｡

　〇ストーブは､燃えやすいものから離れた位置で使用する｡

　〇ガスこんろなどのそばを離れるときは､必ず火を消す｡

◆４つの対策

　〇逃げ遅れを防ぐために､住宅用火災警報器を設置する｡

　〇寝具､衣類およびカーテンからの火災を防ぐために､防炎品を使用する｡

　〇火災を小さいうちに消すために､住宅用消火器等を設置する｡

　〇お年寄りや身体の不自由な人を守るために､隣近所の協力体制をつくる｡

＝暖房器具等は使用前に点検を＝

　これから暖房器具等を使用する機会が多くなります｡使用する前に必ず点検と清

掃を行い､異常がないことを確認してから使用してください｡

①寝室（義務）

　住宅火災では ｢逃げ遅れ｣

が原因で亡くなるケースが

多く､なかでも寝ていると

きに危険性が高くなります｡

寝ているときに火災に気付

くためには､寝室への火災

警報器の設置が有効です｡

②寝室がある階の階段(義務)

　火災が起きた場合､煙は

階段を通じて上の階へ広が

ります｡上の階に煙が充満

する前に避難を促すため､

階段への設置が必要です｡

③台所

　日常的に火を扱う場所と

して､台所への設置もおス

スメします｡

平成30年度　全国統一防火標語

「忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認」

住宅用火災警報器
設置ポイント

①寝室

住宅用消火器

住宅用火災警報器

②寝室がある

階の階段 防炎カーテン

③台所
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特集

火
災
を
見
つ
け
た
ら

火
事
ぶ
れ
を

　

火
災
を
見
つ
け
た
ら
、
ま
ず
火
事
ぶ

れ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
大
き
な
声
で

｢

火
事
だ
ー
」
と
叫
び
、
家
族
や
隣
近
所

に
火
災
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
、

同
時
に
１
１
９
番
通
報
を
行
う
よ
う
に

依
頼
し
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
初
期
消

火
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

初
期
消
火
に
は
消
火
器
を

　

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
初
期
消
火

に
効
果
的
な
の
が
消
火
器
で
す
。
炎
が

ま
だ
大
き
く
な
い
う
ち
に
消
火
を
行
う

こ
と
で
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
消
火
器
を
設

置
し
て
い
る
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
火
器
に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
、

最
も
普
及
し
て
い
る
も
の
は
粉
末
系
の

消
火
剤
を
使
用
し
た
「
加
圧
式
消
火
器
」

で
す
。
安
全
ピ
ン
を
抜
き
、
一
度
レ
バ

ー
を
握
る
と
消
火
剤
が
無
く
な
る
ま
で

15
秒
ほ
ど
放
射
を
続
け
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
圧
力
ゲ
ー
ジ
が
付
い
て
い
る

「
蓄
圧
式
消
火
器
」
は
、
レ
バ
ー
を
握
っ

て
い
る
間
に
放
射
を
行
い
、
複
数
回
に

分
け
て
放
射
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

消
火
器
は
初
期
消
火
に
は
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、

炎
が
大
き
く

な
っ
た
場
合

に
は
消
火
し

き
れ
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま

す
。
炎
が
天

井
に
届
い
た

り
、
壁
に
燃

え
移
っ
た
り
、

身
の
危
険
を

感
じ
た
り
し

た
場
合
は
消

火
活
動
を
中

断
し
、
速
や

か
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

初
期
消
火
の
手
順
（
消
火
器
の
使
い
方
）

①
消
火
器
を
持
っ
て
運
ぶ

　

消
火
器
を
持
ち
、
障
害
物
な
ど
に
当

て
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
火
元

か
ら
５
メ
ー
ト
ル
程
度
離
れ
た
安
全
な

場
所
に
移
動
し
ま
す
。
あ
ま
り
離
れ
る

と
消
火
剤
が
届
か
な
い
の
で
、
消
火
器

に
記
載
さ
れ
て
い
る
放
射
距
離
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

②
逃
げ
道
を
確
認
す
る

　

火
が
大
き
く
な
っ
た
り
、
消
火
剤
が

充
満
し
た
場
合
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

③
黄
色
の
安
全
ピ
ン
を
上
に
引
き
抜
く

④
ホ
ー
ス
を
外
し
て
火
元
に
向
け
る

　

ホ
ー
ス
先
端
の
ノ
ズ
ル
を
持
ち
、
消

火
器
の
本
体
か
ら
外
し
て
火
元
に
向
け

ま
す
。
消
火
剤
が
放
射
さ
れ
る
と
ホ
ー

ス
が
振
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
強
く
握

っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
レ
バ
ー
を
強
く
握
る

　

握
り
切
れ
な
い
場
合
は
消
火
器
を
足

元
に
置
き
、
肘
を
伸
ば
し
て
体
重
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

⑥
放
射
す
る

　

火
元
を
確
認
し
、
手
前
か
ら
ほ
う
き

で
掃
く
よ
う
に
消
火
し
ま
す
。
火
の
勢

い
が
弱
く
な
っ
て
き
た
ら
少
し
ず
つ
近

づ
き
な
が
ら
、
火
元
に
向
か
っ
て
確
実

に
放
射
し
ま
す
。

⑦
初
期
消
火
完
了

　

火
が
消
え
た
と
思
っ
て
も
、
消
火
剤

が
出
な
く
な
る
ま
で
放
射
し
ま
す
。

非
常
用
持
ち
出
し
袋
の
準
備
を

　

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
準
備
し
、
救

急
用
具
や
非
常
食
な
ど
、
期
限
の
あ
る

も
の
は
定
期
的
に
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
用
持
ち
出
し
品

貴
重
品
類

　

 

現
金
、
預
金
通
帳
、
は
ん
こ
、
保
険

証
の
写
し
、
免
許
証
の
写
し

避
難
用
具

　

 

懐
中
電
灯
（
人
数
分)

、
携
帯
ラ
ジ
オ
、

予
備
の
乾
電
池
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ま
た

は
防
災
頭
巾

生
活
用
品

　

 

厚
手
の
手
袋
、
毛
布
、
缶
切
り
、
ラ

イ
タ
ー
ま
た
は
マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、

携
帯
用
ト
イ
レ

救
急
用
具

　

 

救
急
箱
（
ば
ん
そ
う
こ
う
・
消
毒
液

な
ど)

、
処
方
箋
の
控
え
、
胃
腸
薬
、

　

便
秘
薬
、
持
病
の
薬
、
生
理
用
品

非
常
食
品
（
３
日
分
）

　

 

乾
パ
ン
、
缶
詰
、
栄
養
補
助
食
品
、

あ
め
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
飲
料
水

衣
料
品
な
ど

　

 

下
着
、
靴
下
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

防
寒
用
具
、
雨
具
、
携
帯
カ
イ
ロ

● 

問
合
せ
／
西
村
山
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課
☎(

８
６)

２
５

７
１
へ
。

▲加圧式消火器を使用した「消火訓練」

　狭い室内等で消火器を使用する場合は､消火剤が
室内に充満してしまい方向が分からなくなる恐れが
ありますので､必ず後ろに逃げ道を確保してから使
用してください｡屋外の場合は､安全で効率的な消
火を行うために､必ず風上から消火器を使用してく
ださい｡

ブロック塀の安全点検をしましょう！

点検チェックポイント

　正しく施工されていないブロック塀や､老朽化して傾いたブロック塀等は､地震時に倒壊して通行

人に危害を及ぼしたり､避難・救援活動の妨げになる危険性があります｡

　また､安全そうに見えても基準に満たない危険なブロック塀等である場合がありますので､所有ま

たは管理しているブロック塀等について､定期的な安全点検を行ってください｡

　安全点検により危険性が確認された場合は､速やかに付近通行者への注意表示を行うとともに､建

築士等の専門家に相談し､適切な補修および撤去等の対策を行うようお願いします｡

　なお､危険性が確認されたブロック塀等を撤去する際に､市が指定する通学路沿いのものに関して

は補助金が適用になる場合がありますので､事前にお問い合わせください｡

●問合せ／市建設管理課建築住宅係☎86-2111内線332へ｡

　次の点検チェックポイントの項目に､ひと

つでも不適合があるブロック塀等は危険です｡

まずは外観を確認し､不適合や分からない点

があれば､専門家に相談しましょう｡

＜外観で確認しましょう＞
□塀は高すぎないか

　・塀の高さは地盤から2.2ｍ以下か｡

□塀の厚さは十分か

　・塀の厚さは10cm以上あるか｡

　・ 塀の高さが２ｍを超えて2.2ｍ以下の場

合は15cm以上の厚さが必要｡

□控え壁はあるか

　・ 塀の高さが1.2ｍを超える場合に必要｡

　・ 塀の長さ3.4ｍ以下ごとに､塀の高さの

５分の１以上突出した控え壁があるか｡

□コンクリートの基礎はあるか

□塀は健全か

　・塀に傾きやひび割れはないか｡

＜専門家に相談しましょう＞
□塀に鉄筋は入っているか

　・ 塀の中に直径９mm以上の鉄筋が､縦横

とも80cm間隔以下で配筋されており､

縦筋は壁頂部および基礎の横筋に､横

筋は縦筋にそれぞれかぎ掛けされてい

るか｡

　・ 塀の高さが1.2ｍを超える場合､基礎の

根入れ深さが30cm以上あるか｡

防災のススメ

れんがや石造、鉄筋のないブロック造の塀
の場合　　　　　　　　　　　　　　　　

＜外観で確認しましょう＞

　□塀の高さは地盤から1.2ｍ以下か｡

　□塀の厚さは十分か｡

　□ 塀の長さ４ｍ以下ごとに､塀の厚さの1.5倍

以上突出した控え壁があるか｡

　□基礎があるか｡

　□塀に傾き､ひび割れはないか｡

＜専門家に相談しましょう＞

　□基礎の根入れ深さは20cm以上か｡

根入れ

厚さ

控え壁

高さ

ひび割れ

鉄筋
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市職員の給与・勤務条件等
　人事行政の公平性と透明性を高めるため、寒河江市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基

づき、職員数や給与、勤務条件等を公表します。●問合せ／市総務課職員係☎86-2111内線405へ。

(１)部門別職員数（各年４月１日現在）

区分　

　部門

職員数 対前年
増減数

主な増減理由
平成30年 平成29年

一
般
行
政

議 会 5人 5人 0人

総 務 67人 65人 2人 組織改編による事務
事業の増

税 務 22人 21人 1人 再任用短時間職員を
正職員で配置

農 水 18人 17人 1人 再任用短時間職員を
正職員で配置

商 工 13人 15人 △2人 組織改編による事務
事業の減

土 木 18人 18人 0人

民 生 57人 57人 0人

衛 生 15人 15人 0人

小 計 215人 213人 2人

特
別
行
政

教 育 65人 67人 △2人 退職者不補充

小 計 65人 67人 △2人

公
営
企
業
等

病 院 118人 116人 2人

医療体制の強化によ
る医師の増、リハビ
リ医療の強化による
作業療法士の増

水 道 13人 13人 0人

下水道 10人 10人 0人

その他 12人 11人 1人 県への派遣職員(相
互交流)の配置

小 計 153人 150人 3人

合　計 433人
(559人)

430人
(559人)

3人
(0人)

※ フルタイム勤務の再任用職員を含んでいますが､短時
間勤務再任用職員は含んでいません｡(　)内は､条例
定数の合計です｡

(３)等級および職制上ごとの職員数（平成30年４月１日現在)

▼行政職給料表

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主事、技師 58人 21.3%

２級 主事、技師 40人 14.7%

３級 係長、主任 48人 17.7%

４級 主査、係長 49人 18.0%

５級 課長補佐、主査 47人 17.3%

６級 課長 30人 11.0%

▼医療職給料表（一）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 医員 0人 0%

２級 室長、医長 4人 40.0%

３級 副院長、診療部長 5人 50.0%

４級 院長、院長代理 1人 10.0%

▼医療職給料表（二）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 技師 0人 0%

２級 技師、薬剤師 6人 19.3%

３級
　主任技師、主任薬剤師、
　技師、薬剤師　　　　　

3人 9.7%

４級
　副薬局長、副技師長、
　副栄養士長、主任等　

5人 16.1%

５級
　薬局長、技師長、栄養士長、
　副技師長等　　　　　　　　

15人 48.4%

６級 診療主幹 2人 6.5%

▼医療職給料表（三）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 准看護師 0人 0%

２級 看護師、准看護師 2人 2.7%

３級 主任看護師、看護師 27人 37.5%

４級 副看護師長、主任看護師 21人 29.2%

５級
　副総看護師長、看護師長、
　副看護師長　　　　　　　

21人 29.2%

６級 総看護師長 1人 1.4%

▼技能労務職給料表

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

―
　自動車運転手、調理師、
　用務員、事務補助員　　

46人 100%

(２)採用者数（平成29年度）

区　　分
競争試験に
よる採用

選考による
採用

小　計

行　　政 5人 0人 5人

保　育　士 6人 0人 6人

指導主事 0人 1人 1人

医　　師 0人 2人 2人

看　護　師 3人 0人 3人

合　　計 14人 3人 17人

(４)再任用職員数（平成29年度）

区　　分 ﾌﾙﾀイﾑ 短時間 小　計

行　　政 2人 2人 4人

保　育　士 1人 0人 1人

合　　計 2人 2人 5人

※ 再任用職員とは､定年退職等で退職後､再び採用され
た職員をいいます｡

■ フルタイム／一般の職員と同様､１週間当たり38時間
45分勤務｡

■ 短時間／一般の職員より短い､１週間当たり15時間30
分～31時間勤務｡

(３)退職者数（平成29年度）

区　　分 定年 勧奨 その他 小計

行　　政 8人 2人 3人 13人

保　育　士 3人 0人 1人 4人

指導主事 0人 0人 1人 1人

医　　師 0人 0人 1人 1人

看　護　師 1人 0人 2人 3人

調　理　師 1人 1人 0人 2人

合　　計 13人 3人 8人 24人

１　職員の任免および職員数

　人事評価は､個々の能力や実績等を把握し的確に評価することを通して職員の能力向上と意識改革を図るとともに､

組織目標の達成と職場内のコミュニケーションを通じて､組織内の意識の共有化や業務改善､人材育成等を図るもの

です｡

▼平成29年度人事評価の取り組み

評価方法 評価期間 対象者

能力・業績評価 平成29年４月１日～平成30年３月31日 全職員

２　職員の人事評価

(１)総括

▼人件費（平成29年度普通会計決算）

歳出額
（A）

実質収支
人件費
（B）

人件費率
（B/A）

平成28年度
人件費率

18,224,384
千円

801,130
千円

2,428,572
千円

13.3% 13.2%

※ 人件費には､特別職に支給される給料､報酬などが含ま

れます｡

▼給与費（平成29年度普通会計決算）

職員数
（A）

給与費

給　料 職員手当
期末・勤勉

手当
合　計
（B）

１人当たり
(B/A)

276人
(2人)

1,044,382
千円

120,316
千円

404,561
千円

1,569,259
千円

5,645
千円

※ 職員手当に､退職手当は含まれていません｡なお､職員

手当のうち､管理職手当を10パーセント削減しています｡ 

(　)内は､再任用短時間勤務の職員数を外書きで示して

います｡

(２)平均給与月額、初任給等（平成30年４月１日現在)

▼平均年齢および平均給料・平均給与月額

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.0歳 312,100円 349,000円

技能労務職 48.2歳 329,800円 349,300円

※ 平均給与月額には､平成30年４月実働分の各種手当が

含まれています｡

▼初任給

区　　分 市 国

一般行政職

大学卒 182,100円 179,200円

高校卒 149,300円 147,100円

技能労務職 高校卒 146,300円 144,500円

▼経験年数別・学歴別平均給料月額

区　　分
経験年数

10年～14年 15年～19年 20年～24年

一般行政職

大学卒 269,000円 327,000円 353,600円

高校卒 250,000円 273,900円 328,100円

技能労務職 高校卒 240,400円 289,300円 316,500円

３　職員の給与

市職員の給与・勤務条件等
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▼その他の手当

区　　分 支　給　額

扶養
手当

配偶者6,500円、子10,000円、その他の扶養親族は
１人につき6,500円(扶養親族の子のうち満16歳の
年度初めから満22歳の年度末まで１人につき5,000
円加算)

住居
手当 借　家 限度額27,000円

通勤
手当

交通機関使用 限度額55,000円

交通用具使用 限度額24,500円

※扶養手当および住居手当は､国と同額です｡

(５)ラスパイレス指数

区　　分 平成29年度 平成28年度

寒河江市 98.7 97.9

山 形 県 101.1 101.1

※ ラスパイレス指数とは､各年度４月１日における国家

公務員の給与水準を100とした場合､地方公務員の給与

水準がどの程度であるかを示す指数をいいます｡

(６)特別職等の報酬等（平成30年４月１日現在）

区　　分 給料月額等

給料

市　　長 644,000円(920,000円)

副 市 長 604,650円(695,000円)

教 育 長 521,100円(579,000円)

監査委員 465,920円(512,000円)

病院事業管理者 521,100円(579,000円)

報酬

議　　長 435,000円

副 議 長 385,000円

議　　員 360,000円

期末
手当

給料月額等に40%を加算し、それに次の数を乗じた額

６　　月 1.55

12　　月 1.65

合　　計 3.20

退職
手当

市　　長 給料月額×勤続月数×100分の56.7

副 市 長 給料月額×勤続月数×100分の33.1

教 育 長 給料月額×勤続月数×100分の23.6

監査委員 給料月額×勤続月数×100分の18.9

病院事業管理者 給料月額×勤続月数×100分の28.4

※ 市長､副市長､教育長および監査委員については平成

15年４月から､病院事業管理者については平成28年４

月から給料を減額｡(　)内は減額前の給料｡

▼病気休暇

承認基準 取得可能期間

公務上、または通勤時の負傷や疾病 必要と認められる期間

結核性疾患
１年以内で、必要と認められる
期間

高血圧病、動脈硬化性心臓病、
悪性新生物等で、任命権者が特
に認めるもの 180日以内で、必要と認められ

る期間
精神および神経に係る疾病で、
任命権者が特に認めるもの

上記以外の負傷、または疾病
90日以内で、必要と認められる
期間

病気休暇、または休職からの復
職後も、普通勤務が困難な場合

60日以内で必要と認められる期
間中、１日につき必要と認めら
れる時間

▼介護・組合休暇

区　　分 承認基準 取得可能期間

介護休暇
配偶者、父母、子等を
介護する場合(無給)

３回を超えず、かつ、
通算して６月を超えな
い範囲内の期間

介護時間
配偶者、父母、子等を
介護する場合(無給)

連続する３年の期間
内において、１日に
つき２時間を超えな
い範囲内の期間

組合休暇

任命権者の許可を受
けて職員団体の業務、
または活動に従事す
る場合(無給)

１年で30日以内

(３)休暇等の取得

▼年次有給休暇

区　　分 平均取得日数

平成29年 9.3日
平成28年 9.2日

(２)休暇制度（平成30年４月１日現在）

▼年次有給休暇

　１年につき､20日付与（未取得分は､20日を上限に翌

年へ繰り越し可)｡
(２)懲戒処分（平成29年度）

　懲戒処分とは､職員の一定の義務違反に対し､職員の

道義的責任を問うことで公務の規律と秩序維持を目的と

する制裁的な処分をいいます｡

区分 戒告 減給 停職 免職

処分者数 1人 0人 0人 0人

(４)職員手当（平成30年４月１日現在）

▼期末・勤勉手当

期別等 市 国

６月 2.075月分 2.125月分

12月 2.225月分 2.275月分

合計 4.300月分 4.400月分

国・市共に、職制上の段階、職務の級等による加算措置が
あります。　

▼退職手当

支給率
市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年
19.6695

月分
24.586875

月分
19.6695

月分
24.586875

月分

勤続25年
28.0395

月分
33.270750

月分
28.0395

月分
33.270750

月分

勤続35年
39.7575

月分
47.709000

月分
39.7575

月分
47.709000

月分

限度額
47.7090

月分
47.709000

月分
47.7090

月分
47.709000

月分

平均
支給額

21,478千円(平成29
年度に定年・勧奨退
職した職員分)　　

国・市共に、定年前早期退職特例措置として２～45パーセ
ントの加算があります。

▼特殊勤務手当

区　　分 全職種（普通会計)

手当の種類 ３種類

平成29年度平均支給年額 支給なし

▼時間外勤務手当（普通会計）

区　　分 平成29年度 平成28年度

支給実績 32,894千円 32,645千円

１人当たり平均支給年額 117千円 115千円

※選挙に係る時間外勤務手当は､含まれていません｡

市職員の給与・勤務条件等

４　職員の勤務時間、その他の勤務条件

５　職員の休業

６　職員の分限および懲戒処分

(１)勤務時間（平成30年４月１日現在）

１週間の
勤務時間

開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 午前８時30分 午後５時15分 正午～午後１時

※ 平成21年４月１日から休息時間を廃止し､１日の勤務

時間を８時間から７時間45分に短縮しています｡市立

病院等の業務内容により､上記の勤務時間と異なる職

場もあります｡

(１)分限処分（平成29年度）

　分限処分とは､職員の心身故障等の理由により､公務

能率確保の観点から本人の意に反して行われる処分をい

います｡

区分 降給 降任 休職 免職

処分者数 0人 0人 3人 0人

▼特別休暇

承認基準 取得可能期間

選挙権等、公民としての権利を行使

必要と認められる期間証人や参考人等として、裁判所等へ出頭

骨髄移植ドナー登録、または提供

ボランティア活動 １年で５日以内

結婚 連続する７日以内の期間

女性職員の出産
産前８週間(多胎妊娠は14週間)、
産後８週間(産前分を加え10週
間まで可)

生後１歳に達しない子の育児 １日２回、それぞれ30分以内の時間

女性職員の生理 必要と認められる期間

妊娠中の女性職員、または胎児の
健康保持のための休息や補食 必要と認められる時間
母子保健法による保健指導、または健康診査

妊娠中の女性職員、または胎児の
健康保持のための通勤緩和

勤務時間の始め、または終わりに
つき、１日を通じて１時間以内

妻の出産 ３日以内

妻が出産する場合で、その出産に係る
子、または小学校就学前の子を養育

出産予定日の６週間前(多胎妊
娠は14週間前)から産後８週間
までの期間内で、５日以内

小学校就学前の子を看護 １年で５日以内(２人以上の場
合は10日以内)要介護者の介護

親族が死亡
続柄に応じ、連続する１日から
10日以内

親族の追悼行事 １日以内

夏季の諸行事、健康、家庭生活の充実等 ７月から９月までの期間内で、３日以内

感染症発生による交通の制限、または遮断 必要と認められる期間

災害による住居の滅失、または損
壊(おそれ)

15日(おそれがある場合は３日)以内

災害、または事故による出勤困難
必要と認められる期間

災害時に退勤途上での危険回避

(１)育児休業制度等（平成30年４月１日現在）

区　　分 承認基準 取得可能期間

育児休業
３歳に満たない子を
養育する場合(無給)

３歳に達する日まで
の期間

部分休業
小学校就学の始期に
達するまでの子を養
育する場合(無給)

小学校就学の始期に
達する日までの期間
で、１日を通じて２
時間以内

育児短時間
勤務

小学校就学の始期に
達するまでの子を養
育する場合(給料は勤
務時間により調整)

主な勤務形態　
①１日３時間55分　
②１日４時間55分　
③ 週３日(週23時間
　15分)

(２)育児休業等の取得

区分

平成29年度 平成28年度

育児
休業

部分
休業

育児
短時間
勤務

育児
休業

部分
休業

育児
短時間
勤務

男性 1人 0人 0人 2人 0人 0人

女性 2人 0人 0人 3人 0人 0人

合計 3人 0人 0人 5人 0人 0人
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SAGAE COLUMN
さがえコラム

　みなさん、こんにちは。佐藤眞綸です！ 日本を出発して、12時間かけて無事フラ
ンス・トゥールーズに到着しました。
　私が通う高校では、日本語の授業が週に３回あります。そのクラスで友達ができ
て、一緒に街並みを見たり色々なものを食べたりしています。もっと多くの友達を
つくれるように、少しずつでも自分から積極的に話しかけてみようと思います。
　通学のバスの中でいつも目にする光景。それはあいさつと思いやりの心です。乗

るときは必ず「Ｂｏｎｊｏｕｒ(こんにちは)」降りるときは「Ｍｅｒｃｉ，
Ａｕ　ｒｅｖｏｉｒ(ありがとう、さようなら)」と運転手さんに言った
り、お年寄りの方が乗ってきたら席を譲ってあげたりと、当たり
前のことなのかもしれませんが、思わず感動した出来事でした。

佐藤　眞綸(市交換留学親善大使「さくらんぼアンバサダー｣・18歳)

これから寒河江市のＰＲや勉強、スポーツなど、どんなことにも全力で頑
張っていきます！

高齢者ホッと情報

　　なにほいず？

　身近な高齢者のなんでも相談窓口です。本市はハ
ートフルセンター１階の市高齢者支援課内にあり、
保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーの専門職
が、介護・医療・福祉・保健などさまざまな相談に
乗っています。なかなか相談に来られない方には、
電話や自宅にお伺いしての相談も行っています。高
齢になっても住み慣れた地域でいつまでも近所の方
々と仲良く自分らしく暮らしていけるような方法を
一緒に考え、体の調子が悪かったり物忘れが気にな
ってきたりしたときなどは、悪くならないための方
法や介護サービスの利用についてなども一緒に考え
ていきます。
　また「このところ年齢のせいか判断力が衰えて、
お金の管理が難しくなってきた｣「最近ご近所の高齢
者の元気がなく、時々家族の怒鳴り声が聞こえて心
配になってきた」などの相談も行っています。ちょ
っとした気掛かりがあれば、まずは気軽にご相談く
ださい。
●問合せ／市高齢者支援課地域包括支援係
　☎86-2111内線623へ。

　地域包括支援センﾀーってなあに？

　｢地域包括支援センター」ほいずはよ、

市職員の給与・勤務条件等

(１)職務専念義務の免除

　職員は勤務時間中､地方公務員法の規定により職務に専念する義務がありますが､免除される例として次のような

場合があります｡①研修を受ける場合｡②他の自治体や学校から依頼を受け､講演または講義を行う場合｡

(２)営利企業等への従事許可

　職員は地方公務員法の規定により､任命権者の許可を受けなければ営利企業の役員等への就任､自ら営利企業を営

むこと､報酬を得て事業や事務に従事することができません｡

７　職員の服務

　地方公務員法の改正に伴い職員が再就職した場合､離職前５年間に在職していた地方公共団体の執行機関組織の職

員に対して､離職前の職務に関し離職後２年間､現職職員への働き掛け（再就職先と市の間の契約依頼等)が禁止さ

れます｡また､退職時に管理職の地位にあった職員について､退職後２年間､再就職先を任命権者に届出しなければ

ならないことになっています｡

８　職員の退職管理

９　職員の研修

▼平成29年度実施

区分 概　　要 研修名 研修数 受講者数

基本
研修

それぞれの階層ごとに職務遂行上必要な
知識や技能、態度等の向上を図る。

新規採用、初級、係長、主査、課長補佐、課長研修等 11 87

特別
研修

施策構築等に必要な政策形成能力や職務上
の高度な専門的知識、技術の向上を図る。

政策形成、法制、税務、財務、住民基本台帳、接遇、
コーチング、地域連携・協働研修等

38 196

合　計 49 283

▼退職者の再就職状況の概要（平成29年度）

区　　分 再就職の届出があった者

管理職の地位にあった職員 ４人

▼貸付事業

貸付の種類 限度額 貸付利率 実施主体

普通貸付 200万円 1.26%

共済組合
特別貸付 200万円 1.26%

住宅貸付 1,800万円 1.26%

在宅介護対応住宅貸付 300万円 1.00%

▼その他の事業

事 業 名 事業の概要 実施主体

厚生福利事業(委託) レクリエーション等 寒河江市職員労働組合

(２)公務災害補償（平成29年度）

区分 負　傷 疾　病 小　計

公務 6件 0件 6件

通勤 0件 0件 0件

合計 6件 0件 6件

(３)勤務条件に関する措置の要求

　職員は公平委員会に対して､給与や勤務時間､その他

の勤務条件に関し､適当な措置を執られるべきことを要

求することができます｡平成2９年度は､該当事案無し。

(４)不利益処分に関する不服申し立て　

　職員は公平委員会に対して､懲戒その他その意に反す

る不利益な処分を受けた場合､不服申し立てをすること

ができます｡平成2９年度は､該当事案無し｡

(１)福利厚生事業（平成29年度）

　共済組合とは山形県市町村職員共済組合を､互助会と

は山形県市町村職員互助会をいいます｡

▼保健事業

事業名 事業の概要【実施主体】

共済
総合健診

【市（共済組合と共催）】基本(全員)、　胃がん(30歳代の希
望者および40歳以上)、　大腸がん(40歳以上)、　肺がん

(40歳以上の希望者)、　前立腺がん(男性50歳以上)、　Ｃ
型肝炎(35歳)

婦人科
検診

【共済組合】子宮がん(女性20歳以上の希望者)、　乳がん
(女性30歳以上の希望者)

選択健診

【共済組合】歯周病(40歳以上で５歳刻み年齢の希望者)
【互助会】退職前人間ドック(退職予定の希望者)、　節目
人間ドック(40歳および50歳に到達する者)、脳ドック

(45歳に到達する者、　46歳以上の希望者)、ＰＥＴ[全身の
がん検診](51歳以上の希望者)

【市】ＶＤＴ[眼科検診](希望者)

健康増進
【共済組合】特定保健指導(健診結果による40歳以上の対
象者)、　健康教室

メンタル
ヘルスケア

【互助会】メンタルヘルス研修会
【共済組合】メンタルヘルス電話相談、　こころの健康相談

▼給付事業

事項 共済組合 互助会

傷病 一部負担金払戻金 ―
死亡 埋葬料附加金 弔慰金

結婚 ― 結婚祝金

１０　職員の福祉および利益の保護

内科医長　伊藤誠

　心不全は「心臓が悪いために、
息切れやむくみが起こり、だんだ

ん悪くなり、生命を縮める病気」です(日本循環器
学会・日本心不全学会が作成した一般向け定義)。し
かし、早期に診断し、適切な治療を開始することに
よって、症状を改善し、再発を防ぎ、生命を延ばす
ことが可能です。初期によくみられる症状は、運動
時の息切れや脚のむくみです。少し歩いただけでも
息切れするようになったり、すねや足の甲を指で押
さえたときにくぼんでしばらく戻らないようなむく
みがある場合には、心不全の可能性があります。そ
の他に、疲れやすい、せきが出る、食欲がないなど
の症状が出る場合もあります。思い当たる症状のあ
る方は早めに医療機関へ相談してください。現在、
日本で約100万人の心不全患者がいると推定され、今
後、高齢化でさらに患者さんが急増する「心不全パ
ンデミック(大流行)」という状態になることが危惧
されています。医療を提供する側でも、心不全の予
防、早期診断・治療に努めてまいります。
●問合せ／市立病院☎86-2101へ。

心不全について（１）

市立病院ドクターアドバイス

さくらんぼアンバサダー通信フランス

留学生が

さがえの

魅力をＰ
Ｒ
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さがえフォトスタジオ

　 　 Ｐ Ｈ Ｏ Ｔ Ｏ 　 Ｓ Ｔ Ｕ Ｄ Ｉ Ｏ

「さがえﾌォトスﾀジオ」は寒河江のイベントの様子や

　　　　　　　新鮮な情報を皆さんに写真でお伝えするコーナーです。

Ｓ Ａ Ｇ Ａ Ｅ 　 　

第63回市一周駅伝競走大会 第６回秋祭り・クラシックカーミーティング動物愛護教室・猫の新しい飼い主を探す会 スケートボード教室

　10月７日、出場９チームが市内11区間38.3キロメート
ルを駆け抜け、南部チームが初優勝しました。

　９月30日、昭和時代の名車が大集合した最上川ふるさ
と総合公園は、さまざまな催しでにぎわいを見せました。

　10月13日、動物の正しい飼い方を学ぶ教室と、保護さ
れた猫と犬の譲渡会が市役所で開催されました。

　10月４日、日本スケートボード協会公認指導員による
スケートボード体験教室が高松小学校で開催されました。

　10月６日・７日、新築やリフォーム等、住宅情報満載のイベントが

チェリーナさがえで開催され、大勢の家族連れでにぎわいました。

第32回住宅フェアinさがえ
郷土館特別展「寒河江服装専門学校の思い出」 2018パラスポーツカーニバル

　９月21日、郷土館特別展で市史編纂専門員・宇井啓氏
による記念講演会が行われました。

　９月22日・23日、ブラインドサッカーなどの障がい者
スポーツ体験会がグリバーさがえで開催されました。

認知症見守り声かけ訓練 市交通安全市民大会

　９月28日、認知症の方への見守り意識と声のかけ方を
習得する訓練が文化センターほかで行われました。

　９月28日、交通事故撲滅を図る大会がハートフルセン
ターで開催され、中学生に夜光反射材が贈呈されました。
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の ま ど生 涯
学 習

寒河江市美術館

今月の1冊

慈恩寺絵画コンクール

アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　

寒
河
江
川
扇
状
地
の
ど
真
ん
中

に
広
が
る
三
泉
地
区
。
か
つ
て
「
小

泉
」
と
称
し
、
明
治
初
め
は
戸
数

三
百
、
人
口
千
五
百
人
の
住
む
お

だ
や
か
な
村
落
で
あ
っ
た
。
寒
河

江
川
に
は
小
泉
渡
船
場
が
あ
っ
た
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
、
突
如
こ

の
渡
船
場
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
多

く
の
役
人
や
武
士
た
ち
が
渡
り
、

そ
の
度
に
小
泉
村
か
ら
多
く
の
人

馬
が
徴
発
さ
れ
た
。

　

こ
の
年
三
月
、
寒
河
江
・
柴
橋

の
旧
幕
府
領
は
庄
内
藩
領
と
な
っ

て
、
そ
の
役
人
た
ち
が
鶴
岡
か
ら

寒
河
江
仮
役
所
に
や
っ
て
来
た
。

三
月
十
二
日
の
堀
平
太
夫
一
行
が

通
過
し
た
際
、
小
泉
村
で
出
し
た

人
足
は
二
十
四
名
、
茅
野
正
助
の

時
は
三
十
二
名
、
田
辺
儀
兵
衛
の

時
は
三
十
一
名
に
上
る
。
庄
内
藩

往
復
の
公
用
ル
ー
ト
は
、
寒
河
江

～
小
泉
渡
船
場
～
谷
地
～
大
石
田

(

舟
運)

～
清
川
～
鶴
岡
で
あ
っ
た
。

　

四
月
に
な
る
と
新
政
府
軍
が
や

っ
て
来
た
。
河
村
勇
態
の
時
は
十

二
名
の
人
足
を
出
し
た
。

　

五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
再

び
庄
内
藩
家
中
が
寒
河
江
に
や
っ

て
来
た
。
寒
河
江
を
警
備
し
た
赤

沢
源
彌
を
は
じ
め
多
く
の
面
々
で

あ
っ
た
。
山
口
八
郎
兵
衛
の
時
は

二
十
五
名
、
鈴
木
彌
平
太
の
時
は

十
九
名
の
人
足
を
出
し
た
。

　

七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
奥

羽
の
諸
藩
が
新
政
府
軍
に
帰
順
し
、

旧
幕
府
軍
を
支
え
た
会
津
・
庄
内

藩
が
標
的
に
な
っ
た
。
庄
内
藩
仮

役
所
の
役
人
た
ち
は
、
九
月
十
七

日
ま
で
鶴
岡
に
戻
っ
て
行
っ
た
。

庄
内
藩
お
抱
え
の
新
徴
組
六
十
名

も
こ
の
中
に
あ
っ
た
。

　

九
月
二
十
四
日
以
降
は
、
怒
濤

の
様
に
新
政
府
軍
と
そ
の
弾
薬
や

食
糧
を
運
ぶ
大
小
荷
駄
隊
が
、
大

石
田
に
向
け
て
渡
船
場
を
通
過
し

た
。
庄
内
攻
略
を
目
指
し
た
の
で

あ
る
。
三
月
以
来
十
月
ま
で
、
小

泉
村
で
出
し
た
人
足
は
お
よ
そ
二

百
五
十
名
、
近
隣
か
ら
集
め
た
馬

も
九
十
五
頭
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。

　

九
月
二
十
七
日
庄
内
藩
が
降
伏

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
寒
河
江
・

柴
橋
は
、
柴
橋
民
政
局
の
管
轄
下

に
入
り
、
翌
二
年
に
酒
田
県
に
所

属
し
た
。
こ
の
年
、
戊
辰
の
動
乱

は
終
結
し
た
。

　

今
の
寒
河
江
川
橋
の
少
し
下
流

に
あ
っ
た
小
泉
渡
船
場
。
大
人
数

の
兵
士
た
ち
を
運
ぶ
渡
船
は
何
度

も
往
復
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
き
ら
き
ら
光
る
河
流
に
百
五

十
年
前
の
歴
史
を
偲
ぶ
。

明
治
元
年
小
泉
を
通
っ
た
人
々

Sagae Library

さがえライブラリー

当時の寒河江川の流路

役
員
出
品

[

理
事
・
調
和
体]

小
野
幸
作(

西

根)

、[

理
事
・
漢
字]

鴨
田
静
江

(

柴
橋)

、[

評
議
員
・
漢
字]

佐
藤

肇(

西
根)

、
犬
飼
孝
吉(

幸
田
町)

入
賞

[

山
形
県
教
育
委
員
会
賞
・
評
議
員
・

漢
字]

佐
藤
宏
明(

日
田)

、[

山

形
市
議
会
議
長
賞
・
評
議
員
・
漢

字]

安
孫
子
貴
恵(

若
葉
町)

、[

奨

励
賞
・
評
議
員
・
漢
字]

卯
月
恒

行(

西
根)

、[

褒
状
・
漢
字]

安

達
美
奈
子(

み
ず
き)

会
友
作
品

[

漢
字]

小
野
ユ
キ(

西
根)

、
川

口
幸
子(

白
岩)

、
中
村
洸(

元
町)

、

横
井
和
子(

島)

、
永
井
茂
子(

元

町)

、
杉
沼
悦
子(

八
幡
町)

、
土

田
稔(

島)

、
有
川
ゆ
き
子(

日
田)

、

前
山
茂
夫(

日
田)

、
大
場
清
明(

宮

内)

、
松
田
幾
男(

宮
内)

、
後
藤

設
子(

横
道)

、
浅
輪
喜
三
郎(

中

　今年も、慈恩寺の魅力をＰＲすることを目的とした

「慈恩寺絵画コンクール」が開催され、市内外から94

点の応募がありました。その応募作品の全てを市美術

館に展示します。子どもの部、一般の部ともに見応え

のある作品がそろっています。一人一人異なった個性

あふれる慈恩寺の姿を、ぜひご鑑賞ください。

●日時／11月14日㈬～

　29日㈭の午前10時～

　午後７時

●休館日／11月28日㈬

●問合せ／市文化セン

　ター　美術館専門員

　白田☎86-5111へ。

12日㈪・26日㈪ 月の休館日

第
43
回
山
形
県
総
合
書
道
展
入
賞
・
入
選
者

　

９
月
19
日
に
行
わ
れ
た
市
教
育

委
員
会
で
、
「
平
塩
熊
野
神
社
一
山

絵
図
」
が
市
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
塩
熊
野
神
社
一
山
絵
図
」
は
、

江
戸
時
代
の
明
暦
元
年
（
一
六
五

五
）
に
、
別
当
が
平
塩
熊
野
神
社

境
内
地
を
認
め
て
も
ら
う
た
め
、

寒
河
江
代
官
所
に
提
出
し
た
も
の

で
す
。
絵
図
に
は
、
現
在
と
異
な

る
三
殿
並
ん
だ
本
殿
や
平
塩
集
落

の
形
態
、
山
野
の
所
属
な
ど
が
彩

　

す
こ
や
か
な
「
さ
が
え
っ
こ
」

を
育
ん
で
い
く
こ
と
を
市
民
全
体

で
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
が

え
っ
こ
育
み
推
進
本
部
・
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
・
市
立
図
書
館

の
三
者
が
主
催
し
、
こ
の
集
い
を

開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

● 

日
時
／
11
月
17
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～

● 

会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

「
平
塩
熊
野
神
社
一
山
絵
図
」
を
市
文
化
財
に
指
定

色
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
学
術
的

価
値
が
高
く
、
当
時
の
人
々
の
生

活
も
分
か
る
江
戸
時
代
初
期
の
貴

重
な
歴
史
遺
品
と
い
え
る
も
の
で
す
。

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

　

な
に
げ
な
い　

そ
の
ひ
と
こ
と
で　

傷
付
け
る軽

部　

瑞
樹　

さ
ん

にわやこうえんにくるとり
薮内正幸　ぶん・え　

福音館書店・発行　

　スズメ、カラス、シジュウカ

ラ、ヒヨドリなど、庭や公園に

来る鳥20種を取り上げて紹介しています。

　見開きごとに、１種の生息環境や特徴・習性な

どがリアルに生き生きと描かれ、作者の生き物に

対する温かなまなざしが感じられます。

　普段見過ごしがちな身近な鳥の美しさを再発見

させてくれる一冊です。あわせて、下記に掲載し

ている「薮内正幸原画展」も、ぜひご覧ください。

いっちゃん会 11／17㈯午後２時～３時

ムーミンママクラブ 11／25㈰午前11時～11時40分

図書館ボランティアチェリー

 11／６㈫・13㈫・20㈫・27㈫の午前10時～11時30分

薮内正幸原画展 11／17㈯～27㈫

読書感想画展 11／29㈭から

身体によいこと始めよう！ 11／25㈰まで

年末年始 11／27㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー

「
さ
が
え
っ
こ
を
育
む
つ
ど
い
」
を
開
催
11
月
17
日
㈯

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

● 

内
容
／
【
第
１
部
】
①
「
い
じ
め
・

非
行
を
な
く
そ
う
」
市
内
小
・

中
学
生
標
語
発
表
、
②
「
市
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
作
品
発
表
、

【
第
２
部
】
講
演
「
好
き
こ
そ
も

の
の
上
手
な
れ
～
動
物
画
家
・

薮
内
正
幸
」
、
講
師
（
薮
内
正
幸

美
術
館
館
長
・
薮
内
竜
太
氏
）

● 

問
合
せ
／
市
学
校
教
育
課

　

☎（
８
６
）
２
１
１
１
内
線
445
へ
。

央)

、
阿
部
勉(

六
供
町)

、
森
田

敦
子(

幸
町)

、
阿
部
吉
男(

末
広

町)

、
渡
辺
み
わ(

石
持
町)

入
選

[

漢
字]

卯
月
照
子(

西
根)

、
伊

藤
恵
子(

谷
沢)

、
伊
藤
頼
子(

八

鍬)

、
菅
野
紀
櫻(

中
郷)

、
佐
藤

慈
月(

金
谷)

、
佐
藤
櫻
心(

島)

、

佐
藤
あ
つ
子(

越
井
坂
町)

、[

調

和
体]

菊
地
悦
子(

中
央)

、
鈴
木

智
香
子(

谷
沢) 

[

敬
称
略]

第
63
回
寒
河
江
市
一
周
駅
伝
競
走

大
会（

10
月
７
日
・
11
区
間
・
総

走
行
距
離
38
・
３
㎞
）

①
南
部
②
寒
河
江
中
部
③
西
根
④

高
松
⑤
柴
橋
⑥
醍
醐
・
白
岩
⑦
寒

河
江
⑧
三
泉
⑨
寒
河
江
混
成

第
53
回
西
村
山
地
区
秋
季
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
兼
第
35
回
山
形
県
女

子
駅
伝
競
走
大
会
寒
河
江
・
西
村

山
チ
ー
ム
選
手
選
考
会（

10
月
21

日
・
市
民
体
育
館
周
辺
コ
ー
ス）

＝
個
人
の
部
＝

第
６
位
ま
で
の
入
賞
者
を
掲
載

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

〈
10
㎞
の
部
〉

【
高
校
・
一
般
男
子
】
①
星
川
裕
貴

(

島)

31
分
50
秒
②
五
十
嵐
勝(

高
田)

〈
３
㎞
の
部
〉

【
高
校
・
一
般
女
子
】
②
小
倉
伊
万

里(

西
根)

【
中
学
男
子
】
①
木
村
快
斗(

陵
南

中
３
年)

９
分
４
秒
※
大
会
新
③

佐
藤
怜
音(

陵
南
中
３
年)

④
今

井
安
麗(

陵
南
中
３
年)

【
中
学
女
子
】
①
武
田
澪
蘭(

陵
南

中
２
年)

10
分
22
秒
※
大
会
新
⑤

菊
地
咲
羽(

陵
南
中
２
年)

⑥
安

孫
子
莉
世(

陵
東
中
２
年
）

＝
団
体
の
部
＝

【
中
学
男
子
】
①
陵
南
中
※
大
会
新

【
中
学
女
子
】
②
陵
南
中
③
陵
東
中

 
[

敬
称
略]
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届
出
保
育
施
設
等
の

保
育
料
を
補
助
し
ま
す

　

市
内
外
の
届
出
保
育
施
設
等
に
通
う
児
童

の
保
護
者
に
、
所
得
等
に
応
じ
て
保
育
料
の

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
未
申
請
の
方
は
、

お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
／
市
子
育
て
推
進
課
子
ど
も
支
援
係

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
619
へ
。

市
民
新
春
祝
賀
会

●
日
時
／
平
成
31
年
１
月
４
日
(金)
午
後
４
時
～

●
会
場
／
Ｊ
Ａ
さ
が
え
西
村
山
本
所

●
会
費
／
１
５
０
０
円

●
申
込
／
会
費
を
添
え
て
11
月
30
日
(金)
ま
で

市
商
工
会
☎(

８
６)

１
２
１
１
、
ま
た
は

市
総
務
課
総
務
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内

線
473
へ
。

第
21
回
市
音
楽
祭

合
唱
一
般
参
加
者
募
集

　

平
成
31
年
３
月
３
日
(日)
開
催
の
市
音
楽
祭

に
参
加
し
、
出
演
メ
ン
バ
ー
（
市
内
の
合
唱

団
体
と
吹
奏
楽
団
）
と
一
緒
に
歌
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
歌
詞
に
思
い
を
乗
せ
、
心
一
つ
に

歌
い
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●
練
習
日
時
／
11
月
９
日
か
ら
の
毎
週
金
曜

日
、
午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ

ン
タ
ー

●
参
加
費
／
楽
譜
代
が
必
要
で
す
。
代
金
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
用
途
地
域
変
更
案
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

●
日
時
／
11
月
６
日
(火)
～
20
日
(火)
の
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

●
会
場
／
市
建
設
管
理
課

●
内
容
／
元
町
１
丁
目
地
内
の
一
部
、
内
の

袋
地
内
の
一
部
の
用
途
地
域
の
変
更

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
総
務
計
画
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
330
へ
。

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

委
員
募
集

　

本
協
議
会
は
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
実

現
の
た
め
、
選
挙
時
の
街
頭
啓
発
や
イ
ベ
ン

ト
で
の
啓
発
、
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
主
な

活
動
と
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

●
公
募
数
／
４
人

●
応
募
資
格
／
①
本
市
に
選
挙
権
が
あ
る
、

②
選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
公
正
か
つ
適
正

な
選
挙
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
、

③
公
平
中
立
の
立
場
で
活
動
で
き
る
方
。

●
任
期
／
平
成
31
年
１
月
１
日
(火)
か
ら
２
年
間

●
応
募
方
法
／
申
込
書
に
記
入
の
上
、
12
月

７
日
(金)
ま
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送

(

〒
991-

8601
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45

号)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

７
２
２
０
、
電

子
申
請
、
持
参
の
い
ず
れ
か
。
申
込
書
は

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
交
付
す
る
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
433
へ
。

主
任
児
童
委
員
と
し
て

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

前
任
者
の
辞
任
に
よ
り
、
新
た
に
宮
川
綾

子
さ
ん
（
幸
田
町
）
が
寒
河
江
中
部
小
学
校

区
担
当
主
任
児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
新
任
者
を
含
め
、
91
人
が
民
生
委
員

児
童
委
員
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
11
人
）
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
612
へ
。

「

寒
河
江
の
ご
っ
つ
ぉ」

よ
り

郷
土
食
伝
承
料
理
教
室

●
日
時
／
11
月
28
日
(水)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
20
人

●
内
容
／
雑
煮
、
だ
て
巻
、
紅
白
な
ま
す
、

黒
煮
ご
ん
ぼ
（
一
部
変
更
の
場
合
あ
り
）

●
参
加
費
／
２
０
０
円
（
材
料
代
）

●
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
塩
分
測
定
の
た
め

の
み
そ
汁
２
０
０
cc

●
申
込
／
市
文
化
セ
ン
タ
ー
☎(

８
６)

５
１

１
１
へ
。

女
性
農
業
者
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

●
日
時
／
11
月
30
日
(金)
午
前
９
時
～
午
後
３

時
30
分

●
定
員
／
市
内
の
女
性
農
業
者
等
、
20
人

●
内
容
／
寒
河
江
市
・
東
根
市
・
天
童
市
の

農
業
関
連
施
設
の
視
察
見
学
、
昼
食
交
流
会

●
参
加
費
／
１
５
０
０
円

●
申
込
／
11
月
15
日
(木)
ま
で
市
農
業
委
員
会

総
務
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
329
へ
。

税
を
考
え
る
週
間

　

税
に
関
す
る
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
展

示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
11
月
30
日
(金)
ま
で

●
会
場
／
市
立
図
書
館

●
問
合
せ
／
寒
河
江
税
務
署
☎(

８
６)

２
２

４
４
へ
。

住
生
活
総
合
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

12
月
１
日
(土)
か
ら
全
国
で
実
施
の
住
生
活

総
合
調
査
は
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係

る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な

調
査
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
対
象
／
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯

の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
た
世
帯

●
申
込
／
11
月
22
日
(木)
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

こ
こ
ろ
の
健
康
教
室

●
日
時
／
11
月
19
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
精
神
科
認
定
看
護
師
に
よ
る
質
の

良
い
睡
眠
を
つ
く
る
生
活
習
慣
の
講
話

●
申
込
／
市
健
康
福
祉
課
市
民
健
康
係

　

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
624
へ
。

寒
河
江
西
村
山
地
域
医
療
懇
話
会

公
開
講
座

●
日
時
／
11
月
22
日
(木)
午
後
２
時
30
分
～
５
時

●
会
場
／
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
本
館

●
内
容
／
特
定
保
健
指
導
の
実
施
状
況
報
告
、

山
形
県
成
人
病
検
査
セ
ン
タ
ー
Ｃ
Ｔ
検
査

の
紹
介
、
報
告
「
先
達
の
地
域
医
療
活
動

に
学
ぶ
『
青
い
鳥
運
動
』
と
『
生
活
訓
練

教
室
』｣

、
特
別
講
演
「
軽
度
認
知
症
障
害

と
初
期
認
知
症
」

●
そ
の
他
／
定
員
に
な
り
次
第
募
集
終
了

●
申
込
／
11
月
12
日
(月)
ま
で
市
健
康
福
祉
課

市
民
健
康
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
620
へ
。

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

「

老
い
じ
た
く
講
座」

　

老
い
へ
の
備
え
は
、
理
解
や
判
断
力
が
低

下
し
た
と
き
へ
の
備
え
と
も
い
え
ま
す
。
老

い
て
心
身
が
衰
え
て
も
自
分
が
望
む
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
に
、
成
年
後
見
制
度
等
の
知

お
知

ら
せ

●
調
査
方
法
／
調
査
対
象
世
帯
に
11
月
下
旬

か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査
票
を
配

布
し
、
郵
送
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
回
収

し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
平
成
30
年
住
生
活
総
合
調
査
事

務
局
☎
０
１
２
０(

４
６
７)

０
６
０
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

織
物
教
室

■
日
時
／
11
月
７
日
・
21
日
、
12
月
５
日
・

19
日
の
各
水
曜
日
、
全
４
回
、
午
前
９
時

30
分
～
正
午

■
参
加
費
／
４
千
円
（
４
回
分
）

ま
っ
た
り
マ
ル
シ
ェ

■
日
時
／
11
月
11
日
(日)
午
前
10
時
～
午
後
４
時

古
布
を
楽
し
む
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

■
日
時
／
11
月
22
日
(木)
～
12
月
12
日
(水)
の
午

前
９
時
～
午
後
６
時
（
12
月
は
午
後
５
時
）

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　

☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

臨
川
亭 

イ
ベ
ン
ト
情
報

七
宝
焼
き
体
験
講
座

■
日
時
／
11
月
18
日
(日)
①
午
前
10
時
～
正
午
、

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員
／
各
６
人
（
要
申
込
）

■
参
加
費
／
１
３
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）

立
礼
席
呈
茶

■
期
日
／
11
月
17
日
(土)
（
受
付
・
午
前
10
時

～
午
後
３
時
）

識
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。
受
講
者
に
は
終
活

ノ
ー
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
10
日
(月)
午
後
１
時
30
分
～
４
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
30
人
程
度

●
内
容
／
講
義
「
任
意
後
見
・
成
年
後
見
制

度
等
の
か
し
こ
い
使
い
方
、
使
い
時
」(

講

師
・
柴
田
社
会
福
祉
士
事
務
所
柴
田
邦
昭

氏)

、
成
年
後
見
相
談
会

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
623
へ
。

楽
し
く
脳
ト
レ
教
室

●
日
時
／
12
月
７
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
方
、
20
人
程
度

●
内
容
／
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
、
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

●
申
込
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

　

係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
等
に
関
す
る

借
金
問
題
に
弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
29
日
(木)
午
前
10
時
～
正
午

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
11
月
22
日
(木)
ま
で
市
市
民
生
活
課

　

生
活
安
全
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
234
へ
。

●
会
場
／
臨
川
亭

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

第
223
・
224
回
公
演

謡
曲
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
11
月
11
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
親
謡
会
、
カ
フ
ラ
オ
ハ
ワ
イ
山
形

女
声
コ
ー
ラ
ス
、
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
11
月
18
日
(日)
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
つ
く
し
ん
ぼ
コ
ー
ラ
ス
、
大
江
歌

謡
会

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)

３
９

９
０
へ
。

映
画
史
上
空
前
の
超
大
作
鑑
賞
会

　

「

七
人
の
侍」

３
時
間
27
分
の
上
映

　

黒
澤
明
監
督
作
品
に
全
世
界
が
熱
狂
し
た

最
高
に
面
白
い
映
画
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
戦
国

時
代
、
農
村
に
襲
い
来
る
野
武
士
の
群
れ
は

良
民
の
恐
怖
の
的
だ
っ
た
。
困
窮
し
た
農
民

た
ち
は
「
食
い
詰
め
て
腹
を
す
か
し
た
侍
」

を
用
心
棒
に
雇
う
。
そ
こ
に
集
っ
た
名
も
な

い
七
人
の
侍
が
、
血
と
汗
と
泥
に
ま
み
れ
て

無
償
の
戦
い
に
命
を
懸
け
た
。
三
船
敏
郎
、

志
村
喬
、
津
島
恵
子
、
木
村
功
出
演
。

●
日
時
／
11
月
10
日
(土)
午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志
・
大
竹

　

さ
ん
☎
０
９
０(

１
４
９
９)

３
３
５
８
へ
。
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■次号の市報11月20日号は、11月20日㈫に発行します。

11月の行事予定
5 ㈪

6 ㈫

7 ㈬ 市ドック(総合健診)／レディース検診／３歳児健診

8 ㈭ ふるさと交流スペース／健康相談／市民浴場休場日

9 ㈮ 献血

10 ㈯ さがえちぇり～マルシェ朝市

11 ㈰
空き家合同相談会／かもしかクラブ元気っこのつ
どい／休日当番医(山﨑医院)／証明書交付窓口開
庁(午前)

12 ㈪ 市立図書館休館日

13 ㈫
ゆめはーと寒河江「親子で楽しむ人形劇『とんと
ん』公演｣／こころの健康相談／南部・柴橋・西部
地区公民館休館日

14 ㈬
行政相談／９～10カ月児健診／フローラ・ＳＡＧ 
ＡＥ休館日

15 ㈭
ゆめはーと寒河江「ママの日｣／ふるさと交流スペ
ース／市ドック(総合健診)／健康相談

16 ㈮
子育てサロン・エンジェル「クリスマスリースつ 
くり｣／市ドック(総合健診)／離乳食前期教室／ 
保健師育児相談／母乳ミルク相談室

17 ㈯

18 ㈰
休日当番医(あびこ耳鼻咽喉科クリニック)／証明
書交付窓口開庁(午前)／ハートフルセンター休
館日

19 ㈪ 食生活改善推進員養成講座／こころの健康教室

20 ㈫ 健康の広場

21 ㈬
ゆめはーと寒河江「お誕生会｣／健康の広場／１歳
６カ月児健診

22 ㈭ ふるさと交流スペース／市長相談／健康相談

23 ㈮ 休日当番医(大原医院)

24 ㈯ 市ドック(総合健診)

25 ㈰
休日当番医(折居内科医院)／証明書交付窓口開庁
(午前)

26 ㈪
法律相談／健康の広場／市立図書館、市民体育館、 
チェリーナさがえ休館日

27 ㈫
市ドック(総合健診)／２歳児ピカピカ歯科検診／
中央公民館休館日

28 ㈬ 郷土食伝承料理教室／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

29 ㈭
多重債務者無料相談会／ゆめはーと寒河江「健康 
講座｣／ふるさと交流スペース／市ドック(総合健
診)／健康相談／３～４カ月児健診

30 ㈮

女性農業者のつどい／糖尿病予防教室／固定資産 
税・都市計画税(３期)、国民健康保険税(５期)、 
介護保険料(５期)、後期高齢者医療保険料(５期)
納期限／下水道事業受益者負担金・分担金(２期)
納期限

12/1 ㈯
市ドック(総合健診)／パパママスクールわくわく
育児編

2 ㈰
休日当番医(菊地胃腸科内科医院)／証明書交付窓
口開庁(午前)

3 ㈪

4 ㈫

不用品登録制度（10月25日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■あげます／座卓、枕びょうぶ、剝製(キジ・亀)
■ 譲ります／二段ベッド、リクライニングソファ

ベッド、いす、座卓、小型マッサージ器、ヘッ
ドホン、カーステレオ、車用ハンディークリー
ナー、オーブンレンジ

■ 譲って／介護用おむつ・パンツ・紙パット、折
り畳み自転車

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■あげます／おひなさま
■ 譲ります／子ども服、山形城北高等学校男子制

服、ながさき幼稚園運動着・通園かばん、ラン
ドセル(黒)、絵の具、習字道具、リコーダー、
鍵盤ハーモニカ、筆記用具、画用紙、野球ユニ
ホーム、スキーウエア

●問合せ／市市民生活課☎86-2111内線232へ。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
お
仕
事」

見
学
会

●
日
時
／
11
月
27
日
(火)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
集
合
場
所
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
60
歳
以
上
の
方
、
10
人

●
申
込
／
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎(

８
３)

３
２
２
４
へ
。

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８

●
日
時
／
11
月
10
日
(土)
午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介
と
体
験
コ

ー
ナ
ー

●
問
合
せ
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎(

８
３)

３
２
２
０
へ
。

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

催
し
案
内

名
作
映
画
鑑
賞
会
「
Ｇ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

西
へ
…
」
上
映

　

77
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
小
型
自
動
車
で

故
郷
の
四
国
・
松
山
を
目
指
す
１
２
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
旅
路
を
描
い
た
ロ
ー
ド
ム
ー

ビ
ー
。

■
日
時
／
11
月
17
日
(土)
午
前
10
時
～
正
午

み
ん
な
で
歌
を
唄
お
う

■
日
時
／
11
月
21
日
(水)
午
前
10
時
～

●
会
場
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

施
設
利
用
料
／
半
日
１
５
０
円
、
１
日
３

０
０
円

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●
申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

　

１
３
２
８
へ
。

市
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

～
企
業
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
～

●
日
時
／
11
月
27
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容
／
株
式
会
社
Ｓ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
の
基
調
講
演
と
事
例
発
表
（
５
社
）

●
申
込
／
市
技
術
振
興
協
会
☎(

８
６)

１
９

９
１
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

マ
マ
の
日
「
ゆ
め
カ
フ
ェ
」

■
日
時
／
11
月
15
日
(木)
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
生
後
５
カ
月
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と

　

お
母
さ
ん
、
10
組
。
要
申
込

■
内
容
／
簡
単
ク
ラ
フ
ト
作
り
と
交
流
会

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
つ
く
り｣

■
日
時
／
11
月
16
日
(金)
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
柴
橋
地
区
公
民
館

■
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

健
康
講
座
「
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
」

■
日
時
／
11
月
29
日
(木)
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
15
人
。
要
申
込

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

婚
活
イ
ベ
ン
ト
情
報

～
婚
活
フ
ェ
ア
～

結
婚
相
談
会

■
日
時
／
12
月
２
日
(日)
午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
対
象
／
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女
、

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

笑
顔
に
な
れ
る
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ
＆
婚
活
テ
ィ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー

■
日
時
／
12
月
２
日
(日)
午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
対
象
／
結
婚
を
考
え
て
い
る
独
身
男
女

■
参
加
費
／
男
性
２
千
円
、
女
性
千
円

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
事
務
局
・
太
田
さ
ん

　

☎
０
９
０(

７
０
６
０)

８
９
８
８
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
教
室

●
日
時
／
11
月
22
日
(木)
～
24
日
(土)
、
全
３
回
、

　

午
後
７
時
～
９
時

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
８
人

●
参
加
費
／
２
４
０
０
円
（
３
回
分
）

●
申
込
／
11
月
15
日
(木)
ま
で
日
本
ス
ポ
ー
ツ

吹
矢
協
会
寒
河
江
支
部
長
・
佐
藤
さ
ん

　

☎(

８
６)

５
６
０
５
へ
。

ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

●
日
時
／
11
月
15
日
(木)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

●
内
容
／
ミ
ニ
講
話
、
介
護
相
談
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

　

☎(

８
５)

６
８
７
０
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談
会 

●
日
時
／
11
月
30
日
(金)
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物
／
年
金
手
帳
等
、
日
本
年
金
機
構

送
付
の
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

●
そ
の
他
／
年
金
受
給
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
合
せ
／
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
寒
河
江
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
☎(

８
４)

２
５
５
１
音
声
案
内
後
２
へ
。

自
衛
官
募
集
説
明
会

●
日
時
／
11
月
９
日
(金)
午
後
４
時
～
７
時

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
募
集
種
目
／[

自
衛
官
候
補
生
］
対
象
・
18

歳
以
上
33
歳
未
満
、
受
付
・
12
月
７
日
(金)

ま
で
。[

高
等
工
科
学
校
生
徒
］
対
象
・
中

学
校
卒
業
（
見
込
み
）
以
上
17
歳
未
満
、

受
付
・
平
成
31
年
１
月
７
日
(月)
ま
で

●
問
合
せ
／
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
☎
０
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３(

６
３
４)

３
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３
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へ
。

11月10日（土）
７:00～８:00
寒河江駅前
みこし公園

● 問合せ／市
　商工推進課
　☎86-2111内
　線421へ。

さがえちぇり～

マルシェ朝市　さがえ西村山農業協同組合(柴田清志代表理事
組合長)様から、カーブミラー６基をいただきま
した。

ご寄附をいただきました

　市民参加型の地域づくりをさらに推進するため
の寄附金制度を平成29年度に創設しました。この
制度の趣旨にご賛同いただき、平成30年３月末ま
でに合計300万円のご寄附をいただきました。ご厚
志は平成30年度の地域活力アップ応援事業として
下記事業の一部に活用させていただきます。
　引き続き地域活力アップ応援寄附金を募集して
いますので、あたたかいご支援をお願いします。

平成30年度の充当事業

○第３回寒河江流鏑馬大会　

○皿沼地区イベント広場交流促進事業

○鹿島ＹＹＧ塾

○ふるさと活性化交流事業

●問合せ／市財政課財産管理係☎86-2111
　内線415へ。

地域活力アップ応援寄附金の
使途報告について

　10月16日㈫に放射線量を測定しました。

市内の放射線量測定結果

測定場所・状態 天候
測定値(マイクロシーベルト／時)

地上0.5ｍ 地上１ｍ

寒河江高校新
グラウンド・土

曇 0.07 0.07

※ 国が定める放射線量の基準値は、毎時0.23マイ
クロシーベルト未満となっています。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク

寒
河
江
主
催
の
「
コ
ス
モ
ス
花
の
里

祭
２
０
１
８
」
が
10
月
７
日
、
チ
ェ

リ
ー
ラ
ン
ド
河
川
敷
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
大
勢
の
家
族
連

れ
や
観
光
客
は
、
見
頃
を
迎
え
色
と

り
ど
り
に
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
を
写
真

に
収
め
た
り
、
摘
み
取
り
体
験
を
し

た
り
し
な
が
ら
思
い
思
い
に
散
策
。

会
場
で
は
働
く
車
の
乗
車
体
験
も
催

さ
れ
、
高
所
作
業
車
に
乗
っ
て
一
面

に
広
が
る
コ
ス
モ
ス
畑
を
上
空
か
ら

眺
め
、
空
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
さ
れ
た
「
さ
が
え
チ
ェ

リ
ン
の
芋
煮
会
☆
」
で
は
、
来
場
者

が
チ
ェ
リ
ン
を
囲
み
、
直
径
１
・
３

メ
ー
ト
ル
の
大
鍋
で
作
っ
た
寒
河
江

産
子
姫
芋
の
芋
煮
を
笑
顔
で
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

すぽっとチャンネル

今
月
の
表
紙

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　

こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
さ
が
え
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室

　

〒
991-

8601　

寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号　

☎
（
８
６
）２
１
１
１

　収穫祭ローズガーデンバルが最上川ふるさと総合公園で行われ、バラの香りに包まれながら、地元で育まれた芳醇なワインと芋煮、焼肉を楽しんでいただきました。広い公園の解放感と奏でる音楽とともに飲む秋涼のワインは格別おいしそうでした。 （酒井由美子）
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え
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　10月５日号で取り上げた、寒河江にも２カ所ある最上三十三観音の霊場。15番札所に落衣観音があり、あの小野小町が開創したといわれています。天女が羽衣を落とし由来となった落衣の地名や小野小町と、華やかな古絵巻を感じます。 （佐藤真由美）

　ソプラノ・ピアノ・フルートによる

クラシックユニット「バンビーナ」が、

寒河江さくらんぼ大学で歌声喫茶を開

講しました。一緒に歌う、しっかり聴

く、それぞれの講義で、声楽家ならで

はの指導・歌唱が素晴らしく、楽しい

ひとときを過ごしました。 （北條幸子）

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感

じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、

地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん

の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

市民レポーター さくらんぼ特派員

Twitterでも特派員が
情報配信中

https://twitter.com/
sagae_tokuhain


